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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、
まことにありがとうございます。
● 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
● ご使用前に「安全上のご注意」（P29 ～ 31）を必ずお読みください。
● 保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、
取扱説明書とともに大切に保管してください。

取扱説明書
ICレコーダー

品番 RR-XP007

保証書付き

VQT5C58-2
M0813KZ2034

最新のサポート情報は、下記サポートサイトでご確認ください。
http://panasonic.jp/support/audio/

会員サイト｢CLUB Panasonic｣で

｢ご愛用者登録｣をしてください

http://club.panasonic.jp/
※ このサービスはWEB限定のサービスです。
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本機の特長
  スティックタイプのレコーダー
クリップ付きなので胸ポケットに入れ
たままスマートに録音できます。

  高音質録音
PCM（リニアPCM）でCDにせまる高音質の録音ができます。

  録音シーンに合わせて簡単録音
録音シーンを選ぶだけで、そのシーンにぴったりの録音設定になります。

  「リピート 学習」設定で繰り返し再生
重要ポイントだけを繰り返すインデックスリピートや、語学学習
に便利なシャドーイング再生など、いろいろな使い方ができます。
•  シャドーイングを体験するための練習用コンテンツを用意し
ております。詳しくはP28 をご覧ください。

  音質効果で再生音を聞き取りやすく
ノイズを軽減する「ノイズキャンセル」や、録音レベルの差によ
る音量差を少なくする「音声レベル自動調整（SLC)」で目的の
音が聞き取りやすくなります。

  オートパワーオフ機能
停止状態で一定時間が経過すると自動的に電源が切れ、電池の節
約になります。（P19）

•  イラストと実物の形状は異なっている場合があります。

各部の名前

11

12

13

15

14

16

1

2
3
4

5

6

7

8

9
10

1 内蔵マイク（左）
2 音量ボタン（＋）
3 音量ボタン（－）
4 メニューボタン
5 uボタン（早戻し）
6 内蔵マイク（右）
7 録音 / 動作表示ランプ

録音スイッチ（*録音開始 / g録音停止）
8 表示部
9 q/g OK ボタン（再生開始 /再生停止）
10 iボタン（早送り）

11 ヘッドホン端子（W）
•  ヘッドホンやインサイドホンなどを接続し
ます。

12 電源 /ホールドスイッチ
13 USB端子
14 クリップ

•  上部をつまむとクリップが開きます。
15 内蔵スピーカー
16 電池カバー

       電池カバーを外すには
カバーを左方向に少しひねって引き抜きます。
（「電池を入れる」P4）

付属品の確認
  単 4 形アルカリ乾電池（1本）
  USB接続ケーブル【K1HY09YY0015】（1本）

● かっこ【　】内は、2013年 8月現在の品番です。
● 包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。
● 小物部品については、乳幼児の手の届かないところに適切に保管してください。
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準備
本機の特長 ......................................................... 2
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各部の名前 ......................................................... 2
電池を入れる ..................................................... 4
電源を入れる / 切る ......................................... 4
ホールド機能 ..................................................... 4
時計を合わせる.................................................. 5
ファイルとフォルダについて .......................... 5
フォルダを選択する .......................................... 5

基本操作
録音する ............................................................. 6
再生する ............................................................. 7
ファイルを消去する .......................................... 7

応用操作
録音シーンを選択する（録音シーンセレクト） ... 8
録音モードを選択する ...................................... 9
マイク感度を切り替える .................................. 9
録音中に低域ノイズを抑える
（ローカットフィルタ） .................................. 9
音質効果を加えて録音する ........................... 10
無駄な録音を防ぐ（VOS設定） ................... 10
インデックス機能 ........................................... 11
一定の間隔でスキップする
（タイムスキップ） ....................................... 12
位置を指定して再生（時間サーチ） .............. 12
繰り返し再生（リピート 学習） .................... 13
一部分だけ繰り返す（インデックスリピート） ... 13
シャドーイング再生 ....................................... 14
再生速度を変更する ....................................... 14
聞き取りやすくする / 好みの音質で再生する ... 15
ファイルを分割する ....................................... 15
本機で音楽を聴く（MP3音楽ファイル） ... 16
インサイドホンで聴く ................................... 17
集音機能 .......................................................... 17
共通設定 .......................................................... 18
 操作音設定（音声ガイド）/ 
録音 LED（録音 /動作表示ランプ）/ 
使用電池 / オートパワーオフ / 
バックライト / コントラスト / 
フォーマット / 設定初期化 / バージョン

目次

パソコンと接続
本機をパソコンに接続する ........................... 20
充電式電池を充電する ................................... 20
ファイルをパソコンに取り込む / 
整理する ...................................................... 21

本機に音楽ファイルを転送する ................... 21
ファイル名について ....................................... 21
本機のフォルダ構造 ....................................... 22
パソコンの動作環境 ....................................... 22

その他
Q&A（よくあるご質問）................................ 23
こんな表示が出たら ....................................... 23
故障かな !? ..................................................... 24
仕様 .................................................................. 27
商標について .................................................. 28
お手入れ .......................................................... 29
保証とアフターサービス ............................... 32
さくいん .......................................................... 34
メニュー一覧 .................................................. 35
保証書 .........................................................裏表紙

付属品（P2）と別売品（P17、20）は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナセンス」でお買い求めいただける
ものもあります。
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。

http://club.panasonic.jp/mall/sense/

携帯電話からもお買い求めいただけます。
http://p-mp.jp/cpm/

「安全上のご注意」を必ずお読みください（P29～ 31）
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電源を入れる / 切る
電源 /ホールドスイッチを
［入］側に動かす
•  電源が入り、表示部が点灯します。

初めて本機の電源を入れたときは、時計の設定を行ってください。（P5）

 ■電源を切るには
停止中に、電源 /ホールドスイッチを［切］側に動かす。

電池の残量表示について

点滅（電池残量無し）
•  お早めに電池を交換してください。

● 時計設定を保持するため、電池交換時は事前に交換用の電池を準備しておき、
交換は約1分以内に行ってください。

● 点滅のまま使用を続けると、動作の途中で急に電源が切れることがあります。
● ファイル消去（P7）、インデックス消去（P11）、ファイル分割（P15）、フォーマッ
ト（P19）の実行や録音開始時は電池残量が必要です。電池残量表示が“ ”
（点滅）のときにこれらの操作を実行すると電池切れで電源が切れます。

● 電池を取り外す場合は電源を切った状態で行ってください。
•  データが失われることや本機の故障につながることがあります。

ホールド機能
操作を受け付けなくなり、誤操作による録音や再生の中断を防ぐことができます。
 ■ホールドにするには

録音または再生中に、電源 /ホールドスイッチを
［ホールド］側に動かす。（“ホールド設定”表示）
•  ホールド中に録音や再生が終了すると、自動的に電源が
切れます。

 ■“ホールド設定”と表示され、操作できないとき
ホールド中です。電源 /ホールドスイッチを［ホー
ルド］と反対側に動かし、ホールドを解除してから
もう一度操作してください。

電池を入れる
1 電池カバーを外す

•  矢印方向にひねってカバーを抜く。

電池カバー

クリップ面

2 表示部のある面を上にして、
電池を入れる

単4 形アルカリ乾電池（付属）
•  )側に押しながら !

3 クリップ面を上にして、電池カバーを元どおりに取り付ける
•  マークの位置を合わせて差し込み、ひねる。

マークを
合わせる

● 付属または市販の単4形アルカリ乾電池（1本）をお使いください。
● 別売の充電式電池もお使いになれます。必ず指定の充電式電池をお買い求めく
ださい。（P20）

● 長期間使用しないときは、電池を取り出してください。
● USB接続ケーブルを差し込んだまま、電池カバーを外さないでください。

＋ 音量 －
メニュー

電源 /ホールドスイッチ

u i

q/g OK
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時計を合わせる
お買い上げ時、本機の時計は設定されていません。
時計はファイル名（P21）や録音日時情報の記録に使用しますので、正
しい日時に設定しておいてください。時計設定されていない状態で電源
を入れると、手順 4  の画面が表示されます。

•  電源を入れておく。（P4）

1［メニュー］を押す

2u、iで“ 共通設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“時計設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

4u、iで年を設定し、［q/g OK］を押す
右記イラストは表示例です。

5 手順 4  と同様に月、日、時を設定する
•  時計は24時間表示です。
•  ＋、－で項目を移動し、u、iで設定を変更できます。

6u、iで分を設定し、［q/g OK］で決定する
日時が設定され、時計動作を開始します。

設定中にひとつ前の画面（時計設定中は 3）に戻るには［メニュー］を押す。設
定せずに元の画面に戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● 停止中の画面で現在時刻を確認できます。（「情報を確認する」P7）
● 時計精度は、室温で月差約±60秒です。
● 電池が消耗し切った状態になると、時計動作は停止します。

ファイルとフォルダについて
本機は録音開始から停止するまでを1つの「ファイル」として保存します。
「フォルダ」とはファイルを保存しておく場所です。本機の内蔵メモリー
内には以下のフォルダがあります。
 ■録音用フォルダ

A、B、C、D、Eの 5つの録音用フォルダがあり
ます。録音の目的別にフォルダを使い分けると、
あとで探すときに便利です。フォルダごとに最大
199ファイルまで録音できます。

 ■音楽用フォルダ（M）
このフォルダにお手持ちの音楽ファイルを転送す
ると、本機で音楽を楽しむことができます。ファ
イルの転送は、本機とパソコンを接続して行いま
す。（P20、21）

停止中の画面

フォルダ内の
総ファイル数

ファイル番号

選択中のフォルダ

フォルダを選択する

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ フォルダ選択”を選び、［q/g OK］
で決定する

3u、iで フォルダを選び、［q/g OK］で決定する
•  録音するときは“A、B、C、D、E”のいずれかを選びます。
•  音楽用フォルダ（M) を選んで音楽ファイルの再生を楽しむ
には、P16をご覧ください。

“B”を
選んだ場合

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

オートパワーオフについて
停止状態で一定時間（お買い上げ時は15分）経過すると自動的に
電源が切れます。（P19）その後本機を使うときは、電源 /ホールド
スイッチを［切］側に動かしてから電源を入れ直してください。
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録音中の表示を切り替える

1 録音中に［メニュー］を押す
•  押すたびに表示が変わります。

録音経過時間

レベルメーター
•  入力レベルをステレオ（L/R）で表示します

上手に録音するために
本機は高感度マイクを搭載しているため、マイクに直接当たった息や風が風切り
音として録音され、音声が聞き取りにくくなる場合があります。

1. 体で風をさえぎるといった方法で本機に
風が直接当たらない状態にすると改善で
きます。

2. 口述録音の場合には本機を口の正面から
ずらすか距離を離してご使用ください。 距離を離します。

ローカットフィルタ（P9）をONにすると低い周波数の音をカットするので、風
切り音を軽減できる場合があります。

● 必要に応じて録音モードやマイク感度を変更してください。（P9）
● 録音シーンに対応したおすすめの録音設定を一括で呼び出せる録音シーン機能
があります。（P8）

● 録音中のファイルサイズが2 GBを超える場合は、2 GBで一度録音を停止し、
引き続き新しいファイルで録音を再開します。録音停止から録音再開までの間
（2秒程度）の内容は録音されません。
● 録音中、本機を手でこすったり物が触れると、マイクを通して、ガサガサとい
う音が録音されます。 お気をつけください。

● やり直しのできない大切な録音をするときは、試し録音しておくことをおすすめします。
● 内蔵メモリーの使用状況によっては、録音時（特にPCM録音時）に音とびが
発生することがあります。一度フォーマット（P19）してから録音することを
おすすめします。

録音する
•  電源を入れておく。（P4）
•  録音スイッチが［*］側で本機が停止しているときは、［g］側に動かしておく。

1 録音先のフォルダを選ぶ（P5）
•  “A、B、C、D、E”から選んでください。（お買い上げ時は“A”）
•  “M”（音楽）を選んでいるときは、“A”フォルダに録音さ
れます。

2 録音スイッチを［*］側に動かす
•  録音 / 動作表示ランプが点灯し、録音が始まります。

録音表示

録音

3 停止するには、録音スイッチを［g］側に動かす
停止状態になります。
•  ［q/g OK］を押しても録音は停止しません。

停止

● 以下のような場合、録音スイッチを動かしても働きません。
•  電源が切れていませんか ? →電源を入れてください。（P4）
•  ホールド中ではありませんか？→ホールドを解除してください。（P4）
•  再生中ではありませんか ?→停止してください。（P7）
•  メニュー操作中ですか ?→メニュー画面を閉じてください。（［メニュー］を
約1秒以上押したままにする）

その後、操作をやり直してください。

＋ 音量 －
メニュー

u i

q/g OK

録音スイッチ（*録音開始、■ 録音停止）

録音 / 動作表示ランプ
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再生する
•  フォルダを選んでおく。（P5）

1 停止中にu、iを押してファイルを選ぶ

ファイル番号

2［q/g OK］を押す
•  再生が始まります。

再生経過時間
再生表示

 ■停止するには
再生中に［q/g OK］を押す。
•  “A、B、C、D、E”フォルダでは、最後に再生したファイルとその停止位置をフォ
ルダごとに記憶しています。

情報を確認する

1 停止中に［メニュー］を約1秒以上押したままにする

2u、iを押して情報画面を切り替える
iを押すたびに

現在時刻 録音日時※1 ファイルの総再生時間

ファイル名※1※3 録音残り時間※2 ファイル形式
※1  “M”（音楽）フォルダでは表示されません。
※2   録音残り時間が100 時間を超えるときは、“時間 : 分 : 秒”の“時間”部分が点滅します。
※3   “A、B、C、D、E”フォルダでは「本機で録音したファイル名の付き方」（P21）

に従ったファイル名が表示されます。
3 元の画面に戻るには、［メニュー］を約1秒以上押したままにする

音量を調整する

1 ＋（大きく）または－（小さく）を押す
0から20までの間で調整できます。（お買い上げ時は“10”）
音量が17以上の状態で電源を切った場合、次に電源を入れたとき、音量は16に
設定されます。

ファイルをとび越す（スキップ）

1u、iを押す
ファイルの途中でuを押すと、そのファイルの先頭にとびます。再生中に、前
のファイルに戻る場合は、ファイル先頭で約2秒以内にuを押します。
•  インデックスのあるファイルのスキップ操作についてはP11をご覧ください。

早戻し／早送りする（サーチ）

1 再生中にu、iを押したままにする

ファイルを消去する
消去すると元に戻すことはできません。
•  消去したいファイルを選んでおく。（左記「再生する」の手順 1）

1 停止中に［メニュー］を押す

2 u、iで“ ファイル編集”を選び、［q/g OK］で決定する

3 u、iで“ファイル消去”を選び、［q/g OK］で決定する
•  “フォルダ消去”を選ぶと、選択中のフォルダ内の全ファイ
ルを消去します。

4u、iで“実行”を選び、［q/g OK］で決定する
消去中は録音 / 動作表示ランプが点滅します。消去が終わる
と“完了”が表示されたあと、元の画面に戻ります。
•  完了までに数分かかる場合があります。

操作中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。操作を取り消して元の
画面に戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● ファイル消去後、本機に表示されるファイル番号は前詰めされます。（P21）
● パソコンから転送した読み取り専用のMP3音楽ファイルや本機で再生できな
いファイル、パソコンで作成した“M”（音楽）フォルダのサブフォルダ（P22）
は、本機では消去できません。パソコンで削除してください。
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録音シーンを選択する（録音シーンセレクト）
本機には録音シーンごとにおすすめの録音設定があり、録音シーンを選
ぶことで、その場に適した設定で簡単に録音できます。

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 録音設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“録音シーン”を選び、［q/g OK］で
決定する

現在の設定

4u、iで録音シーンの種類を選び、［q/g OK］で
決定する（お買い上げ時は“ユーザー”）

録音シーン 用途

ポケット ポケットに入れたまま録音するときに。

会話 インタビューや会話の録音に。

会議 広い帯域の録音、会議室での録音に。
講義 教室での講義の録音に。

ステージ 楽器演奏など高音質な録音に。

ユーザー 好みの設定で録音したいとき。

“ポケット”を
選んだ場合

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

録音スイッチを［*］側に動かすと、選択した録音シーンの設定で録音されます。

録音シーンごとの設定内容
設定

録音
シーン

録音モード
（P9）

マイク感度
（P9）

ローカット
フィルタ（P9）

音質効果
（P10）

VOS設定
（P10）

ポケット MP3
192 kbps 高 ON ノイズ

キャンセル OFF

会話 MP3
128 kbps 高 ON OFF OFF

会議 MP3
192 kbps 高 OFF OFF OFF

講義 MP3
192 kbps 高 ON OFF OFF

ステージ PCM
44.1 kHz 高 OFF ステレオ

強調 OFF

ユーザー “  録音設定”（P9、10）で設定した内容になります。

● “ポケット”を選び、ポケットに入れたまま録音するときは、本機が動かないよ
うクリップで固定しておくことをおすすめします。固定せずに使うと、こすれ
音が雑音として録音されてしまうことがあります。

● 録音シーンの設定内容は、“  録音設定”メニューの画面で確認することができ
ます。（P9、10）

● 録音シーンを選んだあと、録音モード（P9）などの設定を個別に変更すること
もできます。変更した状態は“ユーザー”として記憶され、録音シーンから呼
び出すことができます。以前と同じ設定で録音したいときなどに便利です。

● “ユーザー”は、最後に設定した内容で上書き記憶されます。

メニュー u i

q/g OK

録音スイッチ
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録音モードを選択する
録音モードを変更することで、より長時間またはより高音質での録音が
可能になります。用途や目的に応じて選んでください。

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 録音設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“録音モード”を選び、
［q/g OK］で決定する

現在の設定

4u、iで設定を選び、［q/g OK］で決定する
（お買い上げ時は「MP3 192 kbps」）

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● 録音モードの設定によって音質と録音時間（P28）が変わります。

高音質

長時間

録音
モード

PCM
44.1 kHz

（ステレオ録音）

MP3
192 kbps

（ステレオ録音）

MP3
128 kbps

（ステレオ録音）

MP3
32 kbps

（モノラル録音）

MP3
8 kbps

（モノラル録音）

マイク感度を切り替える
音源の音量に応じてマイク感度を切り替えてください。音源の音量が大
きい場合は感度を「低」に、音量が小さい場合は感度を「高」に設定します。

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 録音設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“マイク感度”を選び、［q/g OK］で
決定する

現在の設定

4u、iで“高”または“低”を選び、［q/g OK］
で決定する
（お買い上げ時は“高”）

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

録音中に低域ノイズを抑える（ローカットフィルタ）
マイク録音時に低い周波数の音を減衰させます。録音中に空調設備の音
などが気になる場合に効果的です。

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 録音設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“ローカットフィルタ”を選び、
［q/g OK］で決定する

現在の設定

4u、iで“ON”を選び、［q/g OK］で決定する
（お買い上げ時は“OFF”）

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。
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音質効果を加えて録音する

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 録音設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“音質効果”を選び、［q/g OK］で決定
する

現在の設定

4u、iで設定を選び、［q/g OK］で決定する
（お買い上げ時は“OFF”）

設定 効果と用途
OFF 音質効果を加えずに録音します。

ステレオ強調 ステレオ感を強調します。

ノイズキャンセル 録音時のノイズを軽減します。

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● 録音モード「MP3 32 kbps」、「MP3 8 kbps」はモノラル録音のため、ステ
レオ強調が働きません。

無駄な録音を防ぐ（VOS設定）
VOS（Voice Operation System）を設定すると、マイク録音中に無
音状態が約2秒間続くと自動的に録音を一時停止します。音声を感知す
ると再び録音を開始します。

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 録音設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“VOS設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

現在の設定

4u、iで“ON”を選び、［q/g OK］で決定する
（お買い上げ時は“OFF”）

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

 ■VOS録音を開始するには
録音スイッチを［*］側に動かす。

録音中 VOS録音一時停止中

点滅

 ■VOS動作レベルを調整するには
VOS録音中に u、iを押す。

● 1～ 5段階で調整できます。（お買い上げ時は“3”）
● 録音する音声が小さい場合は、VOS値（感知レベル）を大きくします。音声が
大きい場合は、VOS値を小さくします。

● 大切な録音をするときは、VOS設定をOFFにしてください。小さな音が録音
されないことがあります。

● ローカットフィルタをONにすると低域の音がカットされるため、正しくVOS
録音されない場合があります。そのような場合は、ローカットフィルタをOFF
にしてください。（P9）

メニュー u i

q/g OK

録音スイッチ
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インデックス機能
ファイルにインデックス（ファイル上の位置情報）を付けると、再生時
のスキップ操作でその位置にとび越すことができます。

インデックスを付ける

1 録音または再生中、インデックスを付けたい位置で
［メニュー］を約1秒以上押したままにする
•  インデックスマークとインデックス番号が約2秒間表示さ
れます。

•  ［メニュー］を押し始めた位置にインデックスが付きます。

マーク、番号

インデックスがあるファイルのスキップ操作について

 ■前後のインデックス位置にとび越すには

停止または再生中にu、i を押す。
•  インデックスマークとインデックス番号が約2秒間表示されます。

 ■インデックス位置で止まらずに前後のファイルにとび越すには
停止中にu、iを約1秒以上押したままにする。 

インデックスを消去する
インデックスを1件ずつ、またはファイル内のインデックスをまとめて
消去できます。
•  インデックスを消去したいファイルを選び、停止させる。
•  インデックスを1 件ずつ消去する場合は、消去したいインデックスの後ろで停
止させる。

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ ファイル編集”を選び、［q/g OK］
で決定する

3u、iで“インデックス1件消去”または“インデッ
クス全消去”を選び、［q/g OK］で決定する

4u、iで“実行”を選び、［q/g OK］で決定する
消去中は録音 / 動作表示ランプが点滅します。消去が終わる
と“完了”が表示されたあと、元の画面に戻ります。
•  “インデックス1件消去”では、停止位置の直前にあるイン
デックスが消去されます。

•  “インデックス全消去”では、ファイル内の全インデックス
が消去されます。

操作中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。操作を取り消して元の
画面に戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● インデックスは、
•  1 ファイルにつき最大36か所付けることができます。
•  ファイルの先頭や終端、他のインデックスとの間隔が短い（約2秒以下）位
置には付けることができません。

● 再生時、インデックスポイントの後ろ約2秒未満の位置でuを押しても、そ
のポイントには止まりません。

● 本機以外でインデックスを付けたファイルは、再生中のスキップ操作で正しい
位置にとび越せない場合があります。

● “M”（音楽）フォルダの音楽ファイルにインデックスを付けることもできま
す。ただし、ファイル名が同じで拡張子だけが異なる音楽ファイルがあると、
正しいインデックス位置にとび越せない場合があります。（Track01.MP3と
Track01.WAVが同一フォルダ内にあるときなど）
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一定の間隔でスキップする（タイムスキップ）
再生時のスキップ操作（P7、11）で、設定された時間をとび越す機能
です。短いフレーズを繰り返したり、再生位置をすばやく移動させたり
するときに便利です。

スキップ間隔を設定する

1 再生または停止中に［メニュー］を押す
再生中の場合は手順 3  へ

2u、iで“q再生設定”を選び、［q/g OK］で決定する

3u、iで“タイムスキップ”を選び、［q/g OK］
で決定する

現在の設定

4u、iでスキップ間隔を選び、［q/g OK］で決定する
•  スキップ間隔は、5秒、10秒、1分、10分、OFF（タイム
スキップしない）から選択できます。（お買い上げ時は“OFF”）

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

タイムスキップする

1 再生中にu、iを押す
押すたびに、設定した間隔でスキップします。

● 設定したスキップ間隔より近い位置に、ファイルの先頭や終端、インデックス
ポイントがある場合は、その位置にスキップします。

位置を指定して再生（時間サーチ）
再生開始位置を時間で指定し、そこから再生できます。長時間録音した
ファイルの再生などに便利です。

1 再生または停止中に［メニュー］を押す
再生中の場合は手順 3  へ

2u、iで“q再生設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“時間サーチ”を選び、［q/g OK］で
決定する

4 再生開始位置を設定する
＋、－で“00:00:00”（時間 : 分 : 秒）を選び、
u、iで数値を変更します。

5［q/g OK］を押す
指定した位置から再生されます。

操作中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。操作を取り消して元の
画面に戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● 時間サーチは選択中のファイルでのみ行うことができます。

メニュー u i

q/g OK
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繰り返し再生（リピート 学習）

1 再生または停止中に［メニュー］を押す
再生中の場合は手順 3  へ

2u、iで“q再生設定”を選び、［q/g OK］で
決定する

3u、iで“リピート学習”を選び、［q/g OK］で
決定する

現在の設定

4u、iでリピート再生の種類（下記）を選び、
［q/g OK］で決定する
（お買い上げ時は“OFF”）

OFF 1つのフォルダ内の最終ファイルまで再生して停止
します。

 1 曲 1つのファイルを繰り返して再生します。

 フォルダ 1つのフォルダ内の全ファイルを繰り返して再生し
ます。

 インデックス （右記）

 シャドーイング （P14）

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

 ■リピート再生中の画面
再生中の画面に、リピートの種類を示すマークが表示されます。

約2秒後

リピートの種類

一部分だけ繰り返す（インデックスリピート）
隣り合うインデックス間を繰り返して再生します。聞きづらい部分や重
要な部分を集中的に聞くときに便利です。
•  繰り返したい位置の始点と終点にインデックスを付けておく。（P11）

1“リピート学習”の設定で“インデックス”を選ぶ（左記）

2［q/g OK］を押す
インデックス間を繰り返し再生します。

 ■インデックスリピートの動作例

例 1）
例 2）

“ 1”と“ 2”間で再生を始めたとき：B区間を繰り返す。
“ 2”の後ろから再生したとき：C区間を繰り返す。

ファイル1 ファイル2

1

A

2

B C D

インデックスリピート位置を移動する
今聞いている位置とは違う部分でインデックスリピートしたいときに便
利です。

1 再生または停止中に u、iを押す
上の例では、iを押すたびに、A→B→C→D区間…とリピート位置が移
動します。

● インデックスのないファイルでインデックスリピートを行うと、ファイル全体
を繰り返し再生します。

● 極端に短い（約1 秒未満）ファイルの場合、インデックスリピートで音が出な
い場合があります。



14

シャドーイング再生
シャドーイングとは、音声を聞きながら、聞こえた音をほぼ同時に繰り
返して言う学習方法です。本機のシャドーイング再生を使うと、インデッ
クスリピート区間を通常音量と無音（お買い上げ時）で、交互に繰り返
し再生します。語学学習などに便利です。

繰り返し

（練習）

（お手本）

インデックスリピート区間
（通常音量）

インデックスリピート区間
（無音または小音量）

•  繰り返したい位置の始点と終点にインデックスを付けておく。（P11）

1“リピート学習”の設定で“シャドーイング”を選ぶ
（P13）

2［q/g OK］を押す
シャドーイング再生が始まります。
•  通常音量で再生中はシャドーイングアイコンが点灯し、無
音再生中は点滅します。

シャドーイング
アイコン

 ■シャドーイング再生位置を移動する
インデックスリピート位置の移動と同じように、シャドーイング再生位置の移動
ができます。（P13）

 ■シャドーイング再生の音量調整
通常再生部分と無音部分の音量を別々に調整できます。無音部分を小音量で再生
し、音声の確認などに使うことができます。

通常再生部分の音量調整 無音部分の音量調整

● インデックスのないファイルでは、ファイル全体をシャドーイング再生します。
● 極端に短い（約1秒未満）ファイルの場合、シャドーイング再生で音が出ない
場合があります。

再生速度を変更する
再生速度を遅聞き0.5 倍速（50％）から早聞き2倍速（200％）ま
で21段階で調整できます。

1 再生中に［q/g OK］を約1 秒以上押したままにする
再生速度変更画面になります。

2u、iで再生速度を選ぶ
1 倍速（100％）よりも速い場合は10％ずつ、遅い場合は5％
ずつ調整できます。

3［q/g OK］で決定する
再生中の画面に、再生速度を示すマークが表示されます。
q ： 1 倍速（100％）再生中 ： 早聞き再生中
 ： 遅聞き再生中

再生速度

● 手順 2  の画面で［q/g OK］を約1 秒以上押したままにすると、速度の変更
を中止して1倍速再生に戻ります。

● 電源を切ると、再生速度は1倍速に戻ります。

シャドーイング再生と再生速度の変更を組み合わせて使う
お手本がよく聞き取れない場合は、再生速度を遅くしてみてくださ
い。シャドーイング再生中も再生速度を変更することができます。
再生速度を速くしてお聞きになることもお試しください。学習の効
率化や難易度のアップにもなります。

＋ 音量 －
メニュー

u i

q/g OK
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聞き取りやすくする / 好みの音質で再生する
マイク録音したファイルで、ノイズが多い場合や遠近による音量差が大
きい場合に、目的の音声を聞き取りやすく再生できます。また、イコラ
イザー（EQ) を選ぶと音楽ファイルなどを好みの音質で楽しめます。
音質効果は1つだけ選択できます。どれかの音質効果を設定すると、そ
れ以外の音質効果は無効になります。

1 再生または停止中に［メニュー］を押す
再生中の場合は手順 3  へ

2u、iで“q再生設定”を選び、［q/g OK］で決定する

3u、iで“音質効果”を選び、［q/g OK］で
決定する

現在の設定

4u、iで設定を選び、［q/g OK］で決定する
（お買い上げ時は“OFF”）

設定 効果と用途
OFF 録音されたままの音で再生します。

弱ノイズ
キャンセル（NC） 弱めにノイズを軽減します。

強ノイズ
キャンセル（NC） 強めにノイズを軽減します。

音声レベル
自動調整（SLC）

大音量部分と小音量部分の音量差が少なくなるように
調整します。

EQ CLEAR※ 高音域を強調した、はっきりとした音質になります。
EQ HEAVY※ 低音域と高音域を強調した、迫力のある音質になります。
EQ VOICE※ 雑音を軽減し人の声を聞きやすくします。

※EQ は、インサイドホンで聞いているときのみ有効です。
•   （Noise Cancel)
•   （Equalizer)

•   （Sound Level Control)

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● 音源によっては十分な効果が得られない場合があります。
● 早聞き、遅聞き再生中は音質効果が働きません。
● パソコンから転送した音楽ファイルの再生で、ノイズキャンセルや音声レベル
自動調整を使うと音がひずむ場合があります。

ファイルを分割する
1つのファイルを指定した位置で2つに分割できます。

1 再生中にファイルを分割したい位置で［q/g OK］を
押して、停止させる

2［メニュー］を押す

3u、iで“ ファイル編集”を選び、［q/g OK］
で決定する

4u、iで“ファイル分割”を選び、［q/g OK］で
決定する

5u、iで“実行”を選び、［q/g OK］で決定する
分割中は録音 / 動作表示ランプが点滅します。分割が終わる
と“完了”が表示されたあと、元の画面に戻ります。
•  完了までに数分かかる場合があります。

操作中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。操作を取り消して元の
画面に戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● “M”（音楽）フォルダ内のファイルは、分割できません。
● ファイルを分割するには、約2秒以上のファイル長さが必要です。
● ファイルの先頭または終端近くではファイルの分割ができません。
● ファイルを分割すると、分割位置の前後約2 秒間のインデックスポイントは削
除されます。

● 分割したファイルを元に戻すことはできません。
● ファイル分割が完了するとフォルダ内のファイルが1つ増えます。（P21）
● 内蔵メモリーの空き容量がない場合や、すでに199ファイル録音されている
フォルダでは、ファイル分割できません。

● ファイル分割後のパソコン上でのファイル名については、「ファイル消去 /分割
によるファイル名の自動変更」（P21）をご覧ください。
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本機で音楽を聴く（MP3音楽ファイル）
•  パソコンから本機に音楽ファイルを転送しておく。（P21）

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ フォルダ選択”を選び、［q/g OK］
で決定する

3u、iで“音楽用M”を選び、［q/g OK］で決定
する

4u、iでファイルやサブフォルダを選び、
［q/g OK］で決定する
•  ファイルを選んだとき
選んだファイルから再生が始まります。

ファイル

•  サブフォルダを選んだとき
手順 4  を繰り返してファイルやサブフォルダを選んでく
ださい。（ファイルを選ぶと再生） サブフォルダ

選択中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。選択を取り消して元の
画面に戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

● 再生操作については、P7をご覧ください。
● フォルダ選択の操作で、選んだ“M”（音楽）フォルダやサブフォルダに音楽ファ
イルが1曲も入っていない場合は、"NO FILE" と表示して停止状態になります。

 ■停止するには
再生中に［q/g OK］を押す。

 ■“M”（音楽）フォルダが選択されているとき
［q/g OK］を押すだけで再生が始まります。
（前回の停止位置から再生）

ファイル名

M（音楽）フォルダ

● 選択中の“M”（音楽）フォルダやサブフォルダとは別のフォルダ内にある音楽
ファイルを再生したいときは、もう一度手順 1  ～ 4  を行ってください。

● MP3 ファイルと本機で録音したPCM（WAV）ファイルのみ再生できます。
● "M"（音楽）フォルダでは、１つのフォルダにつき199ファイルまで認識して
再生できます。サブフォルダを作成している場合は、その数だけ認識できるファ
イル数が減ります。（「本機のフォルダ構造」P22）

● 著作権保護されたMP3音楽ファイルは再生できません。
● 可変ビットレートのMP3音楽ファイルも再生できる場合がありますが、再生
経過時間やビットレートの表示が実際と異なったり、インデックスリピートの
際にリピート位置が設定位置と異なることがあります。

● ファイルサイズが2 GBを超えるファイルは再生できません。
● 再生時間が100時間を超えるファイルの再生経過時間が100時間以上になる
と、“時間 : 分 : 秒”の“時間”部分が点滅します。

•  MP3：  MPEG Layer-3 オーディオの略称で、音声圧縮規格の一種
•  可変ビットレート：  音声圧縮時にビットレートを可変させる方式

奥まで
差し込む

メニュー

u i

q/g OK

L （左）

R （右） •  インサイドホンは付属して
いません。

＋ 音量 －

録音スイッチ
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応
用
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インサイドホンで聴く
インサイドホン（市販または別売）を接続してください。
（プラグタイプ：φ 3.5 mm ステレオミニプラグ、インサイドホン推奨
インピーダンス：16 Ω）
● インサイドホンを接続すると、内蔵スピーカーからの音声は出なくな
ります。
 ■録音中

録音中の音をモニターする（聞く）ことができます。
•  録音中に音量を調整しても、録音レベルには影響しません。

 ■再生中
ステレオ録音したファイルをステレオ音声で聞くことができます。（ステレオイン
サイドホンの場合）

リモコン付きのステレオインサイドホンを使う
本機に対応したリモコン付きステレオインサイドホンを使うと、手元で再生や停
止、スキップ操作ができます。（別売品：RP-TCM19）
● リモコンのマイクには対応していません。

 ■操作ボタンの使い方
1回押す ： 再生、停止
2回押す ：  次のファイルやインデックスにとび越す
3回押す ：  前のファイルやインデックスにとび越す

● “M”（音楽）フォルダ内のファイルやサブフォルダは、リモコンで選択し決定
することはできません。本機側のu、iでファイルやサブフォルダを選び、
ファイルを［q/g OK］で決定し再生してください。（P16）

● 曲やファイルのとび越しについてはP7、P11もあわせてご覧ください。
● 別売品は2013年 8月現在の品番です。

集音機能
本機のマイクで集音した音を強調、調整してインサイドホンで聞くこと
ができます。その場に適した集音シーンを選ぶことで、目的の音が聞こ
えやすくなります。
•  インサイドホンを接続しておく。（P16、左記）

1 停止中に［q/g OK］を約1秒以上押したままにする
音量が17以上の状態で集音機能を起動した場合、音量は16
に設定されます。

2u、iで集音シーンを選ぶ
（お買い上げ時は“レクチャー”）

3 ＋、－で音量を調整する

集音シーン 効果と用途

レクチャー 音声帯域を強調し、会話など人の声の聞き取りに適しています。

テレビ 広い周波数帯域で集音します。臨場感あふれるテレビ視聴など
に適しています。

パーティー 全方向からの音声を強調して集音します。複数人での歓談など
に適しています。

ホール 低・中音域を強調します。発表会など、広い屋内での音声など
の聞き取りに適しています。

 ■集音機能を停止するには
［q/g OK］を押す。

● “M”（音楽）フォルダを選んでいるときに集音機能を使うと、フォルダは“A” 
に切り替わります。 

● 録音スイッチを［*］側に動かすと、選択中の集音シーンで強調、調整された
音声で録音を開始します。 
•  集音機能を設定する前に選ばれていたフォルダ（“ M”フォルダ選択中は“A”）
に録音されます。

•  録音モード（P9）は「MP3 192 kbps」となります。
•  録音中に音量を調整しても録音レベルには影響しません。

● ハウリングを防止するため、インサイドホンとマイクを近づけないでください。
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共通設定
録音、再生に共通する本機の設定を行います。

共通設定の設定方法

1 停止中に［メニュー］を押す

2u、iで“ 共通設定”を選び、［q/g OK］で決
定する

3u、iで設定項目を選び、［q/g OK］で決定する 設定項目

現在の設定

4u、iで設定を変更し、［q/g OK］で決定する

設定中にひとつ前の画面に戻るには［メニュー］を押す。設定せずに元の画面に
戻るには［メニュー］を約1秒以上押したままにする。

“時計設定”については、P5をご覧ください。

操作音設定（音声ガイド）
操作時の操作音を設定します。

（お買い上げ時は“  ガイド（中）”）

OFF：鳴らさない。
   ON：音（ピッ）を鳴らす。
   ガイド：音（ピッ）と音声ガイドを鳴らす。

● 音（ピッ）と音声ガイドの音量を“大、中、小”から選択できます。

録音LED（録音 / 動作表示ランプ）
録音時、録音 / 動作表示ランプを点灯させるかどうかを設定します。

（お買い上げ時は“ON”）

OFF：点灯させない
ON：点灯させる

● 録音 LEDをOFFに設定しても、充電中やファイル編集時などの動作を示すラ
ンプとしては点灯（点滅）します。

使用電池
使用する電池の種類（アルカリ乾電池、またはニッケル水素充電式電池）
を設定します。

（お買い上げ時は“ アルカリ乾電池”）

 アルカリ乾電池：アルカリ乾電池を使うとき。
 充電式電池：別売のニッケル水素充電式電池を使うとき。

● 使用電池を“充電式電池”に設定しないと充電できません。
● 設定と異なる種類の電池を使用すると、電池残量などが正しく表示されません。

メニュー u i

q/g OK
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応
用
操
作

オートパワーオフ
停止状態で一定時間何の操作もしなかった場合、自動的に電源が切れる
機能です。電源の切り忘れによる電池の消耗を防ぎます。

（お買い上げ時は“15分”）

OFF：オートパワーオフが働かない。
1分～15分：指定した時間でオートパワーオフが働く。

バックライト
操作したときのバックライトの点灯時間を設定します。

（お買い上げ時は“15秒”）

OFF：点灯しない。
5秒、15秒：指定した時間だけ点灯する。
常時ON：常に点灯する。

● 電池残量が少ないと、バックライトが点灯しない場合があります。

コントラスト
画面のコントラストを調整します。

（お買い上げ時は“5”）

表示調整 : 1（淡）～10（濃）

フォーマット
内蔵メモリーの全ファイルを完全に消去し、フォルダ構成をお買い上げ
時の状態に復元します。

実行：フォーマットを行います。
取消：操作を中止します。

● フォーマットの前に、必要なファイルはパソコンや外部機器に保存してください。
● フォーマット中は、取り消しができません。
● フォーマット中は、電池を抜かないでください。

設定初期化
本機の設定を初期化すると、設定（時計設定を除く）はお買い上げ時の
状態に戻ります。

実行：設定初期化を行います。
取消：操作を中止します。

バージョン
本機のファームウェアのバージョンを確認することができます。
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本機をパソコンに接続する
本機とパソコンを接続し、内蔵メモリーとパソコンとの間でファイルの
コピーや移動をすることができます。
動作環境については、「パソコンの動作環境」（P22）をご覧ください。
•  パソコンを起動させておく。
•  本機の電源を切っておく。

1 付属のUSB接続ケーブルで、本機をパソコンに接続する

向きを合わせて、まっすぐに奥まで挿入する。

パソコン
USB端子
（本機底面）

 ■本機を取り外す
パソコンの画面下のタスクトレイにあるアイコン（Windows 7：“ ”）をクリッ
クし、画面の指示に従って取り外してください。（OS の設定によっては表示され
ません。）
取り外したあとは、自動的に本機の電源が切れます。
パソコン接続中は、本機の操作はできません。
データ転送中は、絶対に本機を取り外さないでください。

データ転送中表示

● 次の場合は、動作を保証しません。
•  １台のパソコンに２台以上のUSB 機器を接続している場合（正しく動作し
ているマウス・キーボードは除く）

•  USB ハブを使用している場合
•  市販の USB 延長ケーブルを使用している場合

● 付属のUSB接続ケーブル以外は使わないでください。故障の原因になります。
● USB接続ケーブル（付属）は本機専用です。他の機器に使用しないでください。
故障の原因になります。

充電式電池を充電する
別売の充電式電池をご使用の場合は、本機とパソコンを使って充電する
ことができます。
•  パソコンを起動させておく。
•  使用電池の設定を“充電式電池”に切り替えておく。（P18）
•  本機の電源を切っておく。

充電式電池は必ず指定の別売品をお買い求めください。
指定の充電式電池以外は動作保証しておりません。
● かっこ【　】内は、2013年 8月現在の品番です。
充電式エボルタ【BK-4LLB/2B】
•  充電式エボルタ【BK-4MLE/2B】も使用できます。
2本組みのうち、1本をご使用ください。

1 充電式電池（別売）を本機に入れる（P4）
•  付属の電池はアルカリ乾電池です。充電できません。

2 付属のUSB接続ケーブルで、本機をパソコンに接続する（左記）
•  録音 / 動作表示ランプが点灯し、充電が始まります。また、本機の表示部に
“充電中”が表示され、電池残量表示が下記のように切り替わります。

•  録音 / 動作表示ランプが消灯すると、充電完了です。
充電時間の目安（電池残量が空の状態から満充電まで）

BK-4LLB 約 4時間
BK-4MLE 約 5時間

● 使用電池の設定を“充電式電池”にしないと充電できません。（P18）
● “ ”が表示された場合は、充電できません。（P24）
● パソコンが休止状態になったり再起動したりしたときは、充電しない場合があります。
● データ転送中は充電を一旦停止し、データ転送完了後に充電を再開します。
データ転送した時間分、充電時間が長くなります。

● データ転送中は録音 / 動作表示ランプが消灯します。
● 電池残量を使い切らなくても、継ぎ足し充電が可能です。
● 充電中、本機や充電式電池が熱くなることがありますが異常ではありません。
● 満充電しても電池の使用時間が著しく短くなったときが電池の寿命です。新し
い指定の充電式電池（上記）をお買い求めください。

● 不要になった電池は、捨てないで充電式電池リサイクル協力店へご持参ください。（P29）
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パ
ソ
コ
ン
と
接
続

ファイルをパソコンに取り込む / 整理する
表示はWindows 7（OS）の場合です。

•  本機をパソコンに接続しておく。（P20）

1 パソコン側の“コンピューター”を開く
本機の内蔵メモリーが下記の名前で表示されます。
内蔵メモリー：IC RECORDER

2 内蔵メモリーを開き、フォルダや
ファイルをパソコンにコピーまた
は移動する

本機のフォルダ パソコンのフォルダ

● Windows 7 の場合、“フォルダ”は“フォルダー”と表示されます。
● 本機のフォルダはパソコンでは以下のように表示されます。

•  “A、B、C、D、E”（録音用）フォルダはMIC_A、MIC_B、MIC_C、MIC_D、MIC_E
•  “M”（音楽用）フォルダはMUSIC

● パソコンで、本機をフォーマットしないでください。
● パソコンの設定によっては、拡張子が“.INX”のファイルが表示されることが
あります。このファイルはインデックス情報です。このファイルをパソコンで
削除するとインデックス情報は消去されます。

● PCM録音ファイルの場合、パソコン上で表示されるファイルの拡張子は、
“WAV”になります。

● “DATA”はデータファイルなどを保存するフォルダです。本機の画面には表示されません。

本機に音楽ファイルを転送する
パソコン内にお持ちの音楽ファイルを本機へ転送して、音楽を楽しむことができます。
本機で再生できる音楽ファイルはMP3またはPCM（WAV）※ ファイルです。
※ 本機で録音したPCM（WAV）ファイルのみ。

•  本機をパソコンに接続しておく。（P20）

1“MUSIC”フォルダに、パソコンの
フォルダやファイルをコピーする

本機のフォルダ パソコンのフォルダ

本機では、１つのフォルダにつき199 ファイルまで認識して再生できます。サブ
フォルダを作成している場合は、その数だけ認識できるファイル数が減ります。
● データ転送中は、絶対に本機を取り外さないでください。
ファイルデータや本機が壊れる可能性があります。

● “MUSIC”フォルダの中にサブフォルダを作ってファイルを転送し、再生することが
できます。フォルダ構造については「本機のフォルダ構造」（P22）をご覧ください。

● 音楽ファイルは、“MUSIC”以外のフォルダに転送しても再生できません。
● 内蔵メモリーの直下に転送したファイルは再生できません。“MUSIC”フォル
ダに転送してください。

 ■“MUSIC”フォルダ内のファイル名と再生順序
“MUSIC”フォルダではファイル名の先頭に数字が付いている場合、数字の小さ
な順に再生します。数字は3桁まで判別することができます。1、01、001の
ように桁数が違う場合、再生順は001～ 999、01～ 99、1～9となります。
001 音楽 A.MP3、002 音楽 B.MP3のようにファイルの先頭に数字を付けるこ
とで好みの順序で再生させることができます。表示される順序も再生順になります。
再生については「本機で音楽を聴く（MP3音楽ファイル）」（P16）をご覧ください。

ファイル名について
 ■本機で録音したファイル名の付き方

例： 2013年 9月20日 17時 20分 /Aフォルダ /MP3録音の場合

“_”（半角） 

001_130920_1720A0.MP3
① ④

“0”
② ③ ⑤

1   ファイル番号
（001～ 199）
2  録音日付（半角数字6文字）

3  録音時刻（半角数字4文字）
4   フォルダ名（A～ E）
5   拡張子（.MP3/.WAV）

パソコンでは上記ファイル名が表示されますが、本機画面上では 1  の“001_”は表示されません。

 ■ファイル消去 / 分割によるファイル名の自動変更
本機内の録音ファイルを消去や分割すると、ファイルが前詰めされたり後ろにず
れたりし、ファイル番号は自動的に再割り当てされます。

 ■パソコンに取り込んだファイルを本機へ戻す
ファイル名をパソコンで変更すると、“MUSIC”フォルダに入っていないファイ
ルは再生できなくなります。上記の「本機で録音したファイル名の付き方」に従っ
た名前に変更するか、“MUSIC”フォルダに入れて再生してください。
ただし、ファイル消去などでファイル名が変更されている場合、戻そうとするファ
イルとファイル番号が重複すると本機で再生できない場合があります。
一度パソコンに取り込んだファイルを本機に戻して再生する場合は、“MUSIC”
フォルダに転送して再生することをおすすめします。（左記）
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ファイル名について（続き）

本機で作成された“MIC_A”などのフォルダ名をパソコンで変更すると、本機
の電源を入れた時点で、新たに“MIC_A”などのフォルダが作成されます。
•  名前を変更したフォルダ内のファイルは、再生できなくなります。名前を変
更したフォルダ内のファイルを再生するには、“MUSIC”フォルダに転送し
てください。

•  録音した場合は、新たに作成されたフォルダにファイルが保存されます。ファ
イル番号は001 から開始します。

フォルダ名を変更しないでください

本機のフォルダ構造
内蔵メモリー

MIC_A
DATA

MIC_B
MIC_C
MIC_D
MIC_E
MUSIC※

001_130920_1720A0.MP3
002_130925_0905A0.MP3 

音楽１.MP3
アーティストA

アーティストB

音楽A.MP3

第 1階層

アルバムA1
音楽A1-1.MP3
アルバムA2

第2階層

再生対象範囲は
第2階層までで
第3階層以降は
再生できません。

：フォルダ ：ファイル

Shadowing
第 3階層

※  “MUSIC”フォルダは、MP3 音楽ファイルなどをパソコンから転送する
場合に使用します。サブフォルダを作成できます。上図は構成例です。

パソコンの動作環境
（2013年 8月現在）

対応パソコン IBM PC/AT 互換機、Macintosh

対
応
Ｏ
Ｓ

プリインストールされた各日本語版
•   Microsoft® Windows® XP Home Edition/Professional および 
Service Pack 2、3

•   Microsoft® Windows Vista® Home Basic/Home Premium/
Business/Ultimate およびService Pack 1、2

•   Microsoft® Windows® 7 Starter/Home Premium/Professional/
Ultimate およびService Pack 1

•   Microsoft® Windows® 8/Pro
•   Microsoft® Windows® RT

•   Mac OS X 10.2.8 － 10.8

インターフェース USB 端子（USB ハブおよびUSB延長ケーブルで接続し
た場合の動作は保証していません。）

※  推奨環境のすべてのパソコンについて動作を保証するものではありません。
※  （Macintosh）OS の標準ドライバーで動作します。
※  NEC　PC-98シリーズとその互換機での動作は保証していません。
※  対応OS 以外での動作は保証していません。
※  OS のアップグレード環境での動作は保証していません。
※  お客様が自作されたパソコンでの動作は保証していません。
※  Windows Media® Player をご使用の際には、お客様ご使用のパソコン
がWindows Media® Player の動作環境を満たしている必要があります。
Windows Media® Player に関する詳細はMicrosoft 社にお問い合わせくだ
さい。

パソコンの環境によっては本機で録音した音声データが使えない等の不具合が
発生する場合があります。お客様の音声データの損失ならびにその他の直接 / 
間接的な障害につきましては、当社および販売店等に故意または重過失がない
限り、当社および販売店等はその責任を負いません。
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パ
ソ
コ
ン
と
接
続

そ
の
他

Q&A（よくあるご質問）

Q（質問） A（回答）
他のパナソニック製 IC レコーダーで
録音したファイルは再生できますか？

•  MP3 方式の IC レコーダーで録音したファイルは、“MUSIC”フォルダに転送する（P21）と再生できますが、その他のフォー
マット（ADPCM および TRC）のファイルは録音方式が異なるため再生できません。

マンガン電池は使えますか？ •  マンガン電池、ニカド電池は使用できません。（P4）

こんな表示が出たら
表示 ここをご確認ください

NO FILE •  フォルダ内にファイルがないときに再生や時間サーチ
（P12）、ファイル編集などをしようとしました。
•  “M”（音楽）フォルダに音楽ファイルがありません。
   処置  ファイルのあるフォルダに切り替えてください。
“M”（音楽）フォルダの場合は音楽ファイルを転送して
ください。（P21）

メモリーエラー •  本機でフォーマットしてください。（P19）それでも改
善しない場合は内蔵メモリーが壊れている可能性があり
ます。

   処置  お買い上げの販売店にご相談ください。

メモリーフル •  内蔵メモリーに空き容量がない状態で録音しようとしま
した。

•  必要な空き容量がない状態でファイル分割しようとしま
した。

   処置  不要なファイルを消去してください。（P7）

ファイルフル •  各フォルダの録音可能なファイル数（199）を超えて録
音しようとしました。（P5）

•  フォルダ内のファイル数が最大（199）になっているた
め、ファイル分割できません。

   処置  不要なファイルを消去してください。（P7）

インデックスフル •  1 ファイルのインデックス最大数（36）を超えてイン
デックスを付けようとしました。（P11）

   処置  不要なインデックスを消去してください。（P11）

電池切れ •  電池切れです。
   処置  電池を交換するか、充電式電池の場合は充電して
ください。（P4、P20）

表示 ここをご確認ください
インデックスエラー •  インデックスを付けられない位置です。

   処置  ファイルの先頭や終端、他のインデックスとの間隔を
2秒以上あけて、インデックスを付けてください。（P11）
•  インデックスのないファイルでインデックスを消去しよ
うとしました。（P11）

•  停止位置より前にインデックスがない場合にインデック
ス1件消去をしようとしました。（P11）

録音エラー •  断片化※により一時的に書き込み速度が遅くなっている
内蔵メモリーを使用して録音を行った場合に表示される
ことがあります。

   処置  録音モードをMP3に変更すると改善される場合が
あります。断片化を改善するには、必要なファイルをパ
ソコンや外部機器に保存したうえで、本機で内蔵メモリー
をフォーマットしてください。（P19）

※  ファイルの書き込みと削除を繰り返し行うとメモリー内
でのファイルの配置が不連続になり、連続した空き領域
が少なくなることがあります。（断片化といいます。）断
片化が著しく進むとファイルの書き込み速度が遅くなり、
正常に書き込めなくなることがあります。

分割エラー •  録音時間が短いファイル（約2秒未満）を分割しようと
しました。

•  ファイル分割できない位置（ファイルの先頭や末尾付近）
で分割しようとしました。（P15）

•  “M”（音楽）フォルダ内のファイルを分割しようとしま
した。録音用フォルダを選んでください。（P15）

フォーマットエラー •  内蔵メモリーが壊れている可能性があります。
   処置  お買い上げの販売店にご相談ください。
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修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これ
らの処置をしても直らない場合や、この表以外の症状は、お買い上げの
販売店にご相談ください。
●電池

こんなときは ここをご確認ください

他機器でまだ使える電池
が本機で使用できない

•  本機は時計設定内容保護のため、電池容量がわずか
になった時点を寿命としています。

•  オートパワーオフ機能（停止で一定時間※操作しな
いと自動的に電源が切れる機能）が設定されていま
せんか？（P19）
※   お買い上げ時は15分に設定されています。

充電しても再生時間が
極端に短い

•  充電式電池の寿命です。新しい指定の充電式電池（別
売品）に交換してください。（P20）

充電すると“ ”が
表示される
充電できない
（表示されるまで数分か
かることがあります。）

•  本機の温度が上がっています。本機をパソコンから
取り外して、しばらく放置してから充電し直してく
ださい。

•  単 4形アルカリ乾電池や指定外の充電式電池を充電
しようとしていませんか？指定の充電式電池（別売
品）を入れて充電してください。（P4、20）

•  充電式電池の(と )の向きが逆になっていません
か？向きを確認して入れ直してください。（P4）

充電できない •  使用電池の設定がアルカリ乾電池になっていません
か？設定を充電式電池に切り替えてから充電してく
ださい。（P18）

●操作
こんなときは ここをご確認ください

本機が動作しない •  電池が消耗していませんか？単4 形アルカリ乾電池
をご使用の場合は、新しい電池に交換してください。
指定の充電式電池（別売品）をお使いの場合は、充
電してください。（P4、20）

操作ができない •  ホールド状態になっていませんか？ホールドを解除
してください。（P4）

•  パソコン接続時は本機では操作できません。

●録音
こんなときは ここをご確認ください

メモリー容量を使い切
るのが早い

•  録音モードによって録音時間（P28）は大きく変わ
ります。ご使用の目的に応じて録音モードを選んで
ください。（P9）

•  データファイルが増えていませんか？ファイルを整
理してください。

録音が勝手に一時停止
する

•  VOSが働いていませんか？（P10）

録音時にインサイド
ホンで音声を聞くと、
「ピー」という雑音が
混じる

•  音量を下げてください。（P17）
•  インサイドホンと本機を離してください。

録音内容が途中までし
か録れていない

•  録音中、落下などの衝撃が加わったり、電池が外れ
たり、電池切れになったりすると、録音データの更
新ができないことがあります。

•  メモリーを使い切っていませんか？

録音したファイルに音
とびが発生する

•  パソコンで本機の内蔵メモリーをフォーマットして
いませんか？パソコンでのフォーマットでは本機の
性能が十分に発揮できない場合があります。本機で
フォーマットしてください。（P19）

•  VOSが働いていませんか？（P10）

故障かな !?
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●録音（続き）
こんなときは ここをご確認ください

録音した音声にガサガ
サと雑音が入る

•  録音中、本機を手でこすったり物が触れると、マイ
クを通してガサガサという音が録音されます。マイ
ク録音中はできるだけ本機に物が触れないようにし
てください。

録音した音が割れる
音声のしゃべりだし
（頭の）部分に「ボッ
ボッ」とノイズがある

•  マイク感度設定を“低”にするか（P9）、または録
音音源からの距離を遠ざけてください。それでも音
割れする場合は、ローカットフィルタ設定をONに
してください。（P9）

録音した音声に雑音がま
ざって聞き取りにくい

•  本機と携帯電話を近づけて使っているときは、本機
と携帯電話を離してください。

•  ローカットフィルタをONにしてください。雑音が
減り、聞き取りやすくなる場合があります。（P9）

•  録音モード（P9）やマイク感度（P9）を切り替え
てみてください。

録音した音声が実際と
異なる

•  ローカットフィルタ（P9）が設定されていませんか？

録音した音が大きすぎ
たり小さすぎたりする

•  マイク感度を切り替えてみてください。（P9）

●再生
こんなときは ここをご確認ください

スピーカーから音が出
ない

•  インサイドホンを接続していませんか？（P17）

音声が聞こえない •  音量を調整してください。（P7）

●再生（続き）
こんなときは ここをご確認ください

フォルダ内（A、B、C、
D、E）のファイルが
再生できない

•  パソコンでファイル名を変更していませんか？ A、B、
C、D、E フォルダ内では「本機で録音したファイル
名の付き方」（P21）に従った名前のファイルしか再
生できません。ファイル名を変更していない場合で
もフォルダ内でファイル番号が重複していると再生
できません。“M”（音楽）フォルダに転送すると再
生できます。（P21）

•  転送先が異なっていませんか？パソコンからファイ
ル転送する際、録音用フォルダに入れても、本機で
再生できません。“M”（音楽）フォルダに転送して
ください。（P21）

“M”（音楽）フォルダ
内のファイルが再生で
きない、または正しく
再生できない

•  本機ではMP3ファイルと本機で録音したPCM
（WAV）ファイルを再生できます。WMA、AACなど、
その他のファイルは再生できません。

•  MUSIC フォルダでは、１つのフォルダにつき最大
199ファイルまで認識して再生できます。サブフォ
ルダを作成している場合は、その数だけ認識できる
ファイル数が減ります。それを超えて転送されたファ
イルは再生されません。

•  MUSIC フォルダの再生対象範囲は、第2階層まで
で第3階層以降は再生できません。（P22）

•  著作権保護されているファイルは再生できません。
（P16）

再生速度が速かった
り、遅かったりする

•  再生速度を変更していませんか？（P14）

インサイドホンから音
が聞こえない、聞こえ
にくい、雑音がする

•  プラグは奥までしっかりと差し込まれていますか？
•  プラグが汚れていませんか？プラグをきれいにふい
てください。

選択ファイルが勝手に
変わる

•  パソコンに接続して本機のファイルを削除すると本
機での選択ファイルが変わる場合があります。

故障かな !?（続き）
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●集音機能
こんなときは ここをご確認ください

「ピー」という雑音が
混じる

•  音量を下げてください。（P17）
•  インサイドホンと本機を離してください。（P17）

インサイドホンから音
が聞こえない、聞こえ
にくい、雑音がする

•  プラグは奥までしっかりと差し込まれていますか？
•  プラグが汚れていませんか？プラグをきれいにふい
てください。

●その他
こんなときは ここをご確認ください

電源が入らない •  電池が消耗していませんか？新しい乾電池と交換し
てください。（P4）充電式電池をお使いの場合は、
充電してください。（P20）

電源が切れない •  録音中や再生中ではありませんか？録音中や再生中
に電源を切るとホールドになります。停止したあと
に電源を切ってください。（P4）

電源が勝手に切れる •  オートパワーオフ機能（停止で一定時間※操作しな
いと自動的に電源が切れる機能）が設定されていま
せんか？（P19）
※   お買い上げ時は15分に設定されています。

ファイル、フォルダが
消去できない

•  パソコンから転送したMP3音楽ファイルが読み取
り専用の場合や、“M”（音楽）フォルダのサブフォ
ルダは、本機では消去できません。パソコンで削除
してください。（P20）

ファイル分割ができな
い

•  メモリーの空き容量はありますか？
•  フォルダ内に録音可能なファイル数（199）が録音
されていませんか？199ファイル録音されている場
合はファイル分割できません。

•  ファイルの録音時間が短すぎませんか？ファイル分
割するには約2秒以上のファイル長さが必要です。

•  ファイルを分割したい位置まで再生後、［q/g OK］
を押してから分割してください。（P15）

●その他（続き）
こんなときは ここをご確認ください

パソコンに接続して
も、本機を認識しない

•  パソコンと本機を正しく接続してください。（P20）
•  パソコンから本機を取り外し、再接続してください。
•  接続されているほかのUSB 機器（正しく動作してい
るマウス・キーボードは除く）はすべて取り外して、
本機を単独で接続してください。パソコンにUSB 端
子が複数ある場合は、別のUSB 端子に接続してくだ
さい。

•  USB ハブを経由して接続していませんか？ハブを取
り外してパソコンのUSB 端子に接続してください。

•  パソコンのOSが非対応ではありませんか？（P22）
•  ネットワークドライブが割り当てられていません
か？ネットワークドライブが割り当てられていると、
ドライブレター（ドライブ名のアルファベット）が
ぶつかり、本機のドライブ名が見えない場合があり
ますので、ネットワークドライブの割り当てを変更
してから接続し直してください。

録音ファイルのファイ
ル名や録音日時情報が
実際の日時と違う

•  時計を合わせてください。（P5）

日時が正しく表示され
ない

•  電池を抜いた、または電池切れになってから長い間
放置していませんか？
時計設定（日時）を設定し直してください。（P5）

故障かな !?（続き）
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仕様

電
源

乾電池（付属） DC 1.5 V 
（単 4形アルカリ乾電池 × 1本使用）

充電式電池（別売） DC 1.2 V
（ニッケル水素充電式電池BK-4LLB × 1 本使用）
USB 充電（充電時間 : 約 4時間）

音
声

サンプリング
周波数
（［ ］ 内は録音モード）

44.1 kHz  ［PCM 44.1 kHz］
44.1 kHz  ［MP3 192 kbps］
44.1 kHz  ［MP3 128 kbps］
  16  kHz  ［MP3 32 kbps］モノラル
    8  kHz  ［MP3 8 kbps］モノラル

録音方式 リニアPCM（16 bit）/ MP3
再生可能
ビットレート※1

8 kbps ～ 320 kbps（MP3）

再生可能
サンプリング周波数※1

8 kHz ～ 48 kHz（MP3）

内蔵マイクS/N 比 40 dB（PCM 44.1 kHz）、フィルター（JIS A）
周波数特性
（－10 dB、
録音 / 再生時）
（［ ］ 内は録音モード）

100 Hz ～ 21,000 Hz ［PCM 44.1 kHz］
100 Hz ～ 19,000 Hz ［MP3 192 kbps］
100 Hz ～ 17,000 Hz ［MP3 128 kbps］
100 Hz ～   6,500 Hz ［MP3 32 kbps］
100 Hz ～   3,300 Hz ［MP3 8 kbps］

USB USB2.0（Hi-Speed）
音声
出力

ヘッドホン端子 φ3.5 mm、 推奨インピーダンス16Ω、 
2.5 mW＋2.5 mW（JEITA）

スピーカー出力 φ10 mm、 8 Ω、 90 mW（JEITA）
使用温度範囲 0 ℃～ 40 ℃
使用湿度範囲 20% RH～ 80％ RH（結露なきこと）
充電可能温度範囲 5 ℃～ 35 ℃

最大外形寸法 16.0（W）mm×126.5（H）mm×19.8（D）mm 
（JEITA）

本体寸法 14.8（W）mm×126（H）mm×14.8（D）mm
質量 約33 g（乾電池を含む）/約 22 g（乾電池を含まず）

電池持続時間（使用条件によっては短くなる場合があります。）

録音モード アルカリ乾電池※2 充電式電池※3

録
音
時
※4

PCM 44.1 kHz  （ステレオ） 約28時間 約18時間

MP3 192 kbps （ステレオ） 約37時間30分 約23時間30分

MP3 128 kbps （ステレオ） 約40時間 約25時間

MP3 32 kbps   （モノラル） 約55時間 約36時間30分

MP3 8 kbps     （モノラル） 約59時間30分 約33時間

ス
ピ
ー
カ
ー
再
生
時  

※ 5

PCM 44.1 kHz  （ステレオ） 約14時間 約   9 時間

MP3 192 kbps （ステレオ） 約18時間 約12時間

MP3 128 kbps （ステレオ） 約18時間30分 約12時間

MP3 32 kbps   （モノラル） 約24時間30分 約13時間

MP3 8 kbps     （モノラル） 約20時間 約11時間30分

イ
ン
サ
イ
ド
ホ
ン
再
生
時

PCM 44.1 kHz  （ステレオ） 約16時間30分 約10時間30分

MP3 192 kbps （ステレオ） 約22時間30分 約14時間30分

MP3 128 kbps （ステレオ） 約24時間 約15時間30分

MP3 32 kbps   （モノラル） 約28時間30分 約18時間30分

MP3 8 kbps     （モノラル） 約25時間30分 約16時間30分

※1   “M”（音楽）フォルダ
※2   パナソニック単４形アルカリ乾電池を使用
※3   充電式電池BK-4LLBを使用
※4   録音モニター無し、録音 / 動作表示ランプOFF、音質効果OFF
※5   音量 9、音質効果OFF、再生速度1 倍速（100％）、当社試験法による測定です。
※6   音量 14、音質効果OFF、再生速度1 倍速（100％）、JEITA 規格による

測定です。
※7   インサイドホン（推奨インピーダンス16 Ω）の再生時間は目安です。

※6
※7
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仕様（続き）
内蔵メモリー容量（内蔵メモリーの使用可能領域は表示容量より少なくなります。）

記録容量（メモリー容量） 4 GB

録音時間の目安（使用条件によっては短くなる場合があります。）

録音モード 録音時間 ビットレート
PCM 44.1 kHz  （ステレオ） 約6時間 1411 kbps
MP3 192 kbps （ステレオ） 約44時間30分 192 kbps
MP3 128 kbps （ステレオ） 約66時間30分 128 kbps
MP3 32 kbps   （モノラル） 約267時間 32 kbps
MP3 8 kbps     （モノラル） 約1069時間 8 kbps

● この仕様は、性能向上のため変更することがあります。

商標について
● Microsoft、Windows、Windows Media およびWindows Vista は米国
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標
です。

● MPEG Layer-3 オーディオコーディング技術は、Fraunhofer IIS および
Thomson からライセンスを受けています。

● IBMおよびPC/ATは米国 International Business Machines Corporation
の登録商標です。

● Macintosh およびMac OS は米国Apple Inc. の商標です。
● その他、本文で記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標ま
たは登録商標です。なお、本文中では™、® マークは一部明記していません。

シャドーイングを使った学習を体験するための練習用コンテンツ一式を、本機
の内蔵メモリー内に用意しています。練習用コンテンツは“MUSIC”フォル
ダ内の“Shadowing”フォルダに入っています。フォルダの選択については
P5を、シャドーイング再生についてはP14をご覧ください。
お買い上げ時の設定では、“音楽用M”フォルダから“Shadowing”フォル
ダを選択すると、1曲目から練習用コンテンツのMP3ファイルを再生できま
す。また、練習用コンテンツにあるPDFファイルをご覧いただくと、より効
果的にシャドーイングを使った学習を体験できます。

 ■練習用コンテンツ一式について

保存
場所

IC RECORDER(E):\MUSIC\Shadowing
（“E”はお使いの環境によって異なります）

内容

MP3
ファイル

シャドーイングについての音声解説と、難易度別の練習用
コンテンツ6種類（英語音声）が収録されています。

PDF
ファイル

MP3ファイルの音声内容をテキストでお読みいただけま
す。パソコンでご覧ください。

 ■PDFファイルを開くには
① 本機をパソコンに接続する（P20）
パソコンの動作環境についてはP22をご覧ください。

② パソコンで本機“IC RECORDER”の“MUSIC”フォルダを開く
③ “Shadowing”フォルダ内のPDFファイルを開く

 ■PDFファイルが開かないときは
PDFファイルを閲覧・印刷するためには、Adobe Acrobat Reader 5.0 以降、
またはAdobe Reader 7.0 以降が必要です。
お使いのパソコンにインストールされていない場合は、Adobe Reader を下
記のサイトからダウンロードできます。
http://get.adobe.com/jp/reader/otherversions/

 ■練習用コンテンツ一式を消去したいときは
パソコンで削除してください。
本機で消去する場合は、MP3ファイルのみ消去できます。

 ■練習用コンテンツ一式を復元したいときは
本機の内蔵メモリーをお買い上げ時の状態に戻す（フォーマットする）ことで、
練習用コンテンツ一式を復元することができます。（P19）
フォーマットする前に、必要なファイルはパソコンに保存してください。

当社サイトでも、シャドーイングについて紹介しています。
http://panasonic.jp/icrec/

シャドーイングを体験するには
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安全上のご注意　 必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りい
ただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を
区分して、説明しています。

危険 「死亡や重傷を負うおそれが大きい
内容」です。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

お手入れ
 ■本機が汚れたら

乾いた柔らかい布でふいてください。
● 汚れがひどいときは、水に浸した布をよく絞ってから汚れをふき取り、そのあと、
乾いた布でふいてください。

● ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤または化学雑巾は、外
装ケースが変質したり、塗装がはげるおそれがありますので使用しないでくだ
さい。

 ■故障を防ぐために
● ズボンの後ろポケットに入れて座らないでください。
● インサイドホンを本機に巻き付けたまま、かばんの中に入れ、外から大きな力
を加えないでください。

   本機の傷付きや破損につながります。
インサイドホンと本機は別々にして収納してください。

● 本機に、雨水や水滴などがかからないようにしてください。
● 本機を持ち運びするときは、落としたり、ぶつけたりしないでください。
    強い衝撃が加わると、外装ケースが壊れたり、故障や誤動作の原因になります。

 ■本機を廃棄 / 譲渡するときのお願い
内蔵メモリーのデータは、本機やパソコンで「消去」や「フォーマット」を行う
と再生できなくなりますが、完全には消去されません。
セキュリティのため完全に消去したい場合は、市販のパソコン用データ消去ソフ
トなどを使うか、フォーマットしたあと、情報が残らないように録音残り時間が
なくなるまで録音してください。

充電式電池使用後は、貴重な資源を守るためにリサイクルへ !
使用済み充電式電池の届け先 :
最寄りのリサイクル協力店へ
詳細は、一般社団法人 JBRC のホームページをご参照ください。
•  ホームページ 　http://www.jbrc.net/hp

Ni-MH

ニッケル 
水素電池使用 

充電式 
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警告
電池は誤った使いかたをしない
•  指定以外の電池を使わない
•  乾電池は充電しない
•  加熱・分解したり、水などの液体や火の中へ入れたりし
ない
•  ( と ) を針金などで接続しない
•  金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょに保管し
ない
•  ( と ) を逆に入れない
•  被覆のはがれた電池は使わない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、
火災や周囲汚損の原因になります。
● 電池には安全のため被覆をかぶせています。これをはが
すとショートによる火災の原因になりますので、絶対に
はがさないでください。

単4形電池は、乳幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。
● 万一、飲み込んだら、すぐに医師にご相談ください。

内部に金属物を入れたり、水などの液体をかけたりぬらし
たりしない
ショートや発熱により、火災・感電の原因になります。
● 機器の近くに水などの液体の入った容器や金属物を置か
ないでください。

● 特にお子様にはご注意ください。

乗り物を運転中に操作しない
事故の原因になります。

安全上のご注意（続き）
危険

充電式電池は、はんだ付け・分解・改造したり、火の中へ投入・
加熱はしない
電池の液もれや、発熱、破裂の原因になります。

充電式電池は、本機または指定電池用の充電器で充電する
指定外の機器で充電すると、電池の液もれや、発熱、破裂
の原因になります。
● 充電式電池も必ず指定のものをご使用ください。

警告
異常・故障時には直ちに使用を中止する

異常があったときには、電池を取り出す
•  煙が出たり、異常なにおいや音がする
•  音声が出ないことがある
•  内部に水や異物が入った
•  本体が破損した
そのまま使うと火災・感電の原因になります。
● 電源を切り、販売店にご相談ください。
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警告
乗り物を運転中や、周囲の音が聞こえないと危険な場所で、
ステレオインサイドホンを使わない
事故の原因になります。
踏切や駅のホーム、車道、工事現場など、特にご注意くだ
さい。

電池の液がもれたときは、素手でさわらない
● 液が目に入ったときは、失明のおそれがあります。目を
こすらずに、すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご
相談ください。

● 液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原
因になるので、きれいな水で十分に洗い流したあと、医
師にご相談ください。

ステレオインサイドホン使用時は、音量を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聴くと、聴
力が大きく損なわれる原因になります。

分解、改造をしない
機器が故障したり、金属物が入ると、やけどや火災の原因
になります。

使い切った電池は、すぐに機器から取り出す
そのまま機器の中に放置すると、電池の液もれや、発熱・
破裂の原因になります。

注意
異常に温度が高くなるところに置かない
特に真夏の車内、車のトランクの中は、想像以上に高温（約
60 ℃以上）になります。本機を絶対に放置しないでくだ
さい。
火災の原因になることがあります。
● また、外装ケースや内部部品が劣化する原因にもなりま
すのでご注意ください。

スピーカーに磁気の影響を受けやすいものを近づけない
スピーカーの磁気の影響で、キャッシュカードや定期券、
時計などが正しく機能しなくなることがあります。
● スピーカーは防磁設計ではありません。テレビ等の近く
に置かないでください。

ステレオインサイドホン接続前に、音量を下げる
音量を上げ過ぎた状態で接続すると、突然大きな音が出て
耳を傷める原因になることがあります。
● 音量は少しずつ上げてご使用ください。

病院内や機内では、病院や航空会社の指示に従う
本機からの電磁波などが、計器類に影響を及ぼすことがあ
ります。

長期間使わないときは、電池を取り出す
液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲汚損
の原因になることがあります。

安全上のご注意（続き）
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■ 転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください使いかた・お手入れ・修理などは ▼お買い上げの際に記入されると便利です

修理を依頼されるときは
「こんな表示が出たら」、「故
障かな !?」（P23 ～ 26）
でご確認のあと、直らない
ときは、お買い上げ日と右
の内容をご連絡ください。

■ まず、お買い求め先へ 
ご相談ください

販売店名

電話（　 　　　）　　　　－
お買い上げ日  　　年　　　月　　　日

●  保証期間中は、保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理させてい
ただきますので、おそれ入りますが、製品に保証書を添えてご持参くださ
い。

   保証期間 : お買い上げ日から本体1年間

●  保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理さ
せていただきます。

※ 修理料金は次の内容で構成されています。
   技術料  診断・修理・調整・点検などの費用
   部品代  部品および補助材料代
   出張料  技術者を派遣する費用
※  補修用性能部品の保有期間 6年
当社は、この ICレコーダーの補修用性能部品（製品の機能を維持す
るための部品）を、製造打ち切り後6年保有しています。

●  使いかた・お手入れなどのご相談は…

●  修理に関するご相談は…

・ 有料で宅配便による引取・配送サービスも承っております。

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対
応や修理対応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。
また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいてお
ります。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理
由がある場合を除き、第三者に開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い
合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

130

ご使用の回線（IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時
に数分で切れる場合があります。

● 製品名　　　ICレコーダー
● 品　番　　　RR-XP007
● 故障の状況　できるだけ具体的に

保証とアフターサービス　 よくお読みください
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保証とアフターサービス（続き）
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メニュー一覧
● メニューの内容については各ページをご覧ください。

メニュー項目 ページ

録音設定
録音シーン 8
録音モード 9
マイク感度 9
ローカットフィルタ 9
音質効果 10
VOS設定 10

q 再生設定
時間サーチ 12
リピート学習 13
タイムスキップ 12
音質効果 15

フォルダ選択 5、16

ファイル編集
ファイル消去 7
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- このマークがある場合は -

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報
このシンボルマークはEU域内でのみ有効です。製品を
廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または販売店で、
正しい廃棄方法をお問い合わせください。

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使
用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン
受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B

放送やCD、MD、レコード、その他の録音物の音楽作品は、音楽の歌詞、楽曲
などと同じく、著作権法により保護されています。

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利
者に無断で使用できません。

   ホームエンターテインメント事業部
〒571-8504　大阪府門真市松生町1番15号

Ⓒ Panasonic Corporation 2013-2014
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